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はじめに

小胞体では、多くの分泌蛋白質や膜蛋白質が生合成されるが、このとき正し

い高次構造を取った蛋白質のみが分泌経路にのり、ミスフォーノレドした蛋白質

は小胞体内にとどめられる。この機構は工場での製品管理にたとえて、小胞体

品質管理と呼ばれている。その後ミスフォーノレドした蛋白質は、細胞質に逆行

輸送された後にプロテアソームによって分解されるが、この機構は小胞体関連

分解(ERAD)と呼ばれている。

私たちは、マウス新規遺伝子 ED聞をクローニングし、この遺伝子産物が糖

タンパク質の小路体関連分解を促進することを明らかにしてきた。本研究では、

EDEM蛋白質の機能を解析することによって、ノト胞体品質管理並びに小胞体関

連分解のメカニズムの解明を目的とした。
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